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キュウルア剤の毒性調査
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1）農林水産省消費・安全局植物防疫課

Abstract: Cuelure (4-(p-acetoxyphenyl)-2-butanone) is a well-known attractant effective to several 
Bactrocera fruit flies, which are important quarantine pests in Japan, such as Melon fly (B. cucurbitae), 
Queensland fruit fly (B. tryoni) and B. tau.
The tests conducted for Cuelure (liquid formulation and technical grade of active ingredient) in this study 
include are to evaluate Acute Oral Toxicity, Acute Dermal Toxicity, Acute Inhalation Toxicity, Dermal 
Irritation, Eye Irritation, Skin Sensitization and Bacterial Reverse Mutation.
The test results revealed that Cuelure is low in toxicity for various aspects and that the attractant does not 
have inducing ability of genetic mutation. 
Key Words: Cuelure, toxicity, attractant

緒　　　　　言

　キュウルア液剤は、国内への侵入を警戒しているウリ
ミバエ（Bactrocera cucurbitae）、クインスランドミバエ
（B.tryoni）、セグロウリミバエ（B.tau）等重要害虫の誘引剤
として広く世界的に知られている。
　ウリミバエは、平成 5年に我が国から根絶されて以降、再
び侵入したとの報告はないが、沖縄県では不妊虫を放飼して
その侵入防止に努めている。
　一方、平成 27 年度に奄美群島で発生したミカンコミバエ
に対しては平成 27 年 12 月から緊急防除が開始され、平成
28 年 7 月には根絶が確認された。
　このようにミバエ類の侵入リスクが高まっており、万が
一、ウリミバエの再侵入が確認された場合、その定着を防止
するための初動防除において、本虫を効率的に誘引するキュ
ウルア液剤は不可欠であり、当該薬剤の毒性に関する安全性
を早急に確認しておくことが必要となっている。
　このことから、キュウルア液剤（キュウルア原体を含む）
の毒性に関する調査を実施したので、その結果について報告
する。

材料及び方法

１．供試薬剤
　植物防疫所で実施するウリミバエの侵入警戒調査で使用
しているキュウルア（化学名：4－（Ｐ－アセトキシフェ
ニル）－ 2－ブタノン、分子式：C12H20O3　、サンケイ化学
製）液剤（純度 85％）及びその原体（本試験での計測値：
純度 98.4％）

２．試験方法
　キュウルア液剤に関しては、①急性経口毒性、②急性経皮
毒性、③皮膚刺激性、④眼刺激性及び⑤皮膚感作性を、キュ
ウルア原体に関しては、①急性吸入毒性、②急性経皮毒性、
③皮膚感作性及び④復帰突然変異原性のそれぞれについて、
「農薬の登録申請に係る試験成績について」（平成 12 年 11 月
24 日付け 12 農産第 8147 号農産園芸局長通知）に準拠して
試験を実施した。
　なお、データの信頼性確保の観点から「農薬の毒性及び残
留性に関する試験の適正実施について」（平成 11 年 10 月１
日付け 11 農産第 6283 号農蚕園芸局長通知）に基づき、農薬
GLP基準等の適合確認を受けた試験施設において試験を実
施した。



2 植 物 防 疫 所 調 査 研 究 報 告 第 53 号　補冊

１．キュウルア液剤
（1）	急性経口毒性試験
　急性経口毒性は弱いと予想されたことから、Sprague-
Dawley系 SPFラット（第 1及び第 2投与とも雌 3匹（175
〜 190g、8週齢））を用い、2000mg/kgの投与量に相当する
よう被験物質の原液 1.9ml/kg体重を胃ゾンデを用いて単回
強制経口投与し、投与後から 14 日間、体外表、栄養状態、
姿勢、行動及び排泄物の異常などの一般状態を観察するとと
もに、体重測定を行った。また、全てのラットは、14 日間
の観察期間終了後に麻酔下で放血致死させて剖検し、体外表
並びに頭部、胸部及び腹部の器官・組織を肉眼的に観察した。

（2）	急性経皮毒性試験
　Sprague-Dawley系 SPFラット（雌雄各 5匹：雄 259 〜
271g、雌 216 〜 223g、8週齢）を用い、被験物質の原液を
リント布（約 20cm2）に 2000mg/kgの投与量に相当する
1.9ml/kg体重のせ、刈毛した背部皮膚に 24 時間貼付した。
さらに、粘着性伸縮テープを用いて固定した。投与後から
14 日間、体外表、栄養状態、姿勢、行動及び排泄物の異常
などの一般状態を観察するとともに、体重測定を行った。ま
た、全てのラットは、14 日間の観察期間終了後に麻酔下で
放血致死させて剖検し、体外表並びに頭部、胸部及び腹部の
器官・組織を肉眼的に観察した。

（3）	皮膚刺激性試験
　日本白色種雌ウサギ 3匹（3.28 〜 3.51kg、18 週齢）を用
いた。動物の背部を正中線に沿って左右に分け、被験物質投
与部位には、被験物質の原液 0.5mlを均一に塗布したリント
布（2.5 × 2.5cm、油紙を裏打ち）を貼付した。対照部位に
は、油紙を裏打ちしたリント布（2.5 × 2.5cm）のみを貼付
した。貼付後、リント布の上から自着性弾力包帯を胴体に巻
き付け、その上からポリエチレンフィルムのテープで半閉塞
に固定した。投与 4時間後にリント布を取り除き、アセトン
で湿らせた脱脂綿で投与部位を清拭した。投与後から 3日
間、体外表、栄養状態、姿勢、行動及び排泄物の異常などの
一般状態を観察するとともに、投与日及び投与 3日後に体重
測定を行った。被験物質除去１、24、48、72 時間後の皮膚
反応を肉眼的に観察し、紅斑及び痂皮の形成と浮腫の形成を
Draize法 1）により採点し、評価した。

（4）	眼刺激性試験
①　非洗眼群
　日本白色種雌ウサギ 3匹（2.56 〜 2.82kg、15 週齢）を用
い、非洗眼群として 3匹の左眼に被験物質の原液 0.1mlを
結膜嚢内に投与した後、１、24、48、72 時間後に角膜、虹
彩及び結膜の変化を経時的に肉眼及び検眼鏡で観察、Draize
法 1）に従って採点するとともに、Kay and Calandra2）の方法
を参考に眼刺激性を評価した。右眼は無処置対照眼とした。

②　洗眼群
　洗眼群として別の 3匹（2.76 〜 2.91kg、15 週齢）の左眼
に非洗眼群同様に被験物質の原液を投与し、その 30 秒後に

100mlの注射用水で 30 秒間洗眼した。洗眼した場合の効果
も非洗眼群と同様に観察、評価した。右眼は無処置対照群と
した。

　投与日は投与直後及び投与１時間後から 6時間後まで１時
間ごとに、投与翌日以降は投与 3日後まで１日１回全動物の
一般状態を観察するとともに、投与日及び投与 3日後に体重
を測定した。
　また、投与 24 時間後の観察直後には 2 ％フルオレセイン
ナトリウム水溶液を一滴点眼し、速やかに注射用水で洗眼し
た後、角膜の染色斑の有無を観察した。

（5）	皮膚感作性試験
　ハートレー系白色雌モルモット 30 匹（302 〜 417g、6週
齢）を用い、Buehler　Test法 3）により実施した。試験群
は、被験物質感作群 20匹及び陰性対照群 10匹の２群とした。
被験物質の原液及び 50、25、10％コーン油希釈液で皮膚反
応は認められなかったことから、原液を感作及び惹起濃度と
した。
①　感作処置
感作開始前日、電気バリカンで左側胴部を刈毛（5× 5cm）
し、電気カミソリで剃毛した。被験物質感作群の動物につ
いては被験物質原液を、陰性対照群についてはコーン油を
各 0.2ml、直径 2.5cmのパッチにそれぞれ塗布して貼付し、
ポリエチレンフィルムのテープで固定した。貼付 6時間後に
パッチを除去し、アセトンを湿らせた脱脂綿で投与部位を清
拭した。この操作を、感作 0日、7日後及び 14 日後の 3回
行った。
　　　
②　惹起処置
　感作 27 日後、各試験群の右側胴部を感作処置同様に刈
毛、剃毛した。感作 28 日後に各試験群とも被験物質原液を
0.2ml、直径 2.5cmのパッチに塗布して投与部位に貼付し、
ポリエチレンフィルムのテープで固定した。貼付 6時間後に
パッチを除去し、アセトンを湿らせた脱脂綿で投与部位を清
拭した。

　惹起貼付除去 24 時間及び 48 時間後の皮膚反応を肉眼的に
観察し、紅斑及び浮腫の形成をMagnusson & Kligmanの基
準 4）、5）に従って採点、記録した。また、紅斑、浮腫以外の
皮膚反応についても観察、記録した。
　また、一般状態を感作 0日から試験期間中１日１回、体重
を感作 0、14、28、30 日後に測定した。

２．キュウルア原体
（1）	急性吸入毒性試験
　Sprague-Dawley系ラット（3群雌雄各 5匹（雄 313 〜
333g、雌 208 〜 240g）、8〜 9週齢）を用い、フローパスト
型鼻部暴露チャンバー（通気量 1.0ℓ/分）において、臨床
ネブライザーによりエアゾール化した被験物質を設定濃度
2.0、3.5 及び 5.0mg/lで４時間暴露することとした。暴露空
気は、湿式ガスメーターにより実際濃度を求めた。14 日間
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中毒症状の有無及び生死を観察するとともに、全ての動物に
ついて剖検を行い、肉眼的に観察した。また、体重を暴露第
１、3、7及び 14 日目に測定した。

表１．暴露条件

設定濃度（mg/l） 5.00
実際濃度（mg/l） 5.46

有効カットオフ径
累積割合（％）
1回目 2回目

4.60（μm） 92.4 88.3 
3.00 69.1 65.8
2.10 46.4 42.0
1.60 33.7 30.2
1.10 18.0 17.1
0.70 6.6 6.4
0.33 1.2 1.1
0.00 0.0 0.0

空気力学的質量中位径（μm） 2.0 2.2
幾何学的標準偏差 2.08 2.16
吸入可能な粒子（＜4μm）の割合（％） 82 78
チャンバー内通気量（ℓ/分） 1.0
暴露条件 噴霧 4 時間 鼻部暴露

（2）	急性経皮毒性試験
　Sprague-Dawley系 SPFラット（雌雄各 5匹：雄体重 258
〜 270g、雌体重 207〜 223g）を用い、被験物質の原液をリン
ト布（約 20cm2）に 2000mg/kgの投与量に相当する 1.84ml/
kg体重のせ、刈毛した背部皮膚に 24 時間貼付した。さら
に、粘着性伸縮テープを用いて固定した。投与後から 14 日
間、体外表、栄養状態、姿勢、行動及び排泄物の異常などの
一般状態を観察するとともに、体重を投与 0日、 3、7及び
14 日後に測定した。また、全てのラットは、14 日間の観察期
間終了後に麻酔下で放血致死させて剖検し、体外表並びに頭
部、胸部及び腹部の器官・組織を肉眼的に観察した。

（3）	皮膚感作性試験
　ハートレー系白色雌モルモット 15 匹（354 〜 409g、6週齢）
を用い、Maximization　Test法 4）により実施した。試験群
は、被験物質感作群 10 匹及び陰性対照群 5匹の 2群とした。
　皮内感作措置には異常のない動物 3匹を用いた予備試験に
より、壊死を生じない最大濃度の 10％、経皮感作及び惹起
措置には同様に予備試験の結果から投与可能濃度であり、
刺激が認められなかった最大濃度の 100％をそれぞれ設定し
た。また、惹起時には、コーン油を用いた処置も合わせて実
施した。

①　感作処置
　皮内感作前日、電気バリカンで左側胴部の毛を刈毛（４×
6 cm）し、電気カミソリで剃毛した。翌日、各試験群の動
物について、表に示した皮内感作処置物質を 2× 4cmの区
画に内接する感作部位 A、B、Cの 3ヶ所に 0.1mlずつ皮内
投与した。
　感作 6日後、同部位を再度刈毛及び剃毛し、10％ラウリル

硫酸ナトリウム含有ワセリン 0.5mlを皮内感作した中央部に
開放塗布した。
　翌日、この部位をアセトンで湿らせた脱脂綿で拭き取り、
表 2に示す経皮感作処置物質 0.2mlを 2× 4cmのパッチ
（塗布面：リント布、保護面：油紙）に塗布して上述の感作
部位の中央部に貼付し、ポリエチレンフィルムのテープで
48 時間固定した。陰性対照群については、被験物質群と同
様の方法でコーン油を処置した。

表２．感作処置物質

試験群 被験物質群 陰性対照群

皮
内
感
作

感作部位 A
注射用水と FCA※

との等量混合エマ
ルジョン

注射用水と FCAと
の等量混合エマル
ジョン

感作部位 B 10％被験液 コーン油

感作部位 C 20％被験液と FCA
との等量混合液

コーン油と FCAと
の等量混合液

経
皮
感
作
感作部位 D 100％被験物質 コーン油

②　惹起処置
感作 20 日後、各試験群の左右側胴部を感作処置同様に約 5
× 5 cmの広さに刈毛、剃毛した。翌日、1.5 × 1.5cmのパッ
チに惹起処置物質である 100％被験物質とコーン油を塗布し
て左右側胴部にそれぞれあて、ポリエチレンフィルムのテー
プで固定して 24 時間後にパッチを除去し、アセトンで湿ら
せた脱脂綿で投与部位を清拭した。
　惹起貼付除去 24 時間後及び 48 時間後の皮膚反応を肉眼的
に観察し、紅斑及び浮腫の形成をMagnusson & Kligmanの
基準 4）、5）に従って採点、記録した。また、紅斑、浮腫以外
の皮膚反応についても観察、記録した。
また、一般状態を感作 0日から惹起後の皮膚の観察終了日で
ある感作 24 日後まで１日１回観察するとともに、感作 0、
7、21 及び 24 日後に体重を測定した。

（4）復帰突然変異原性試験
　 ネ ズ ミ チ フ ス 菌（Salmonella typhimurium）TA100、
TA1535、TA98、TA1537 の 4 菌株及び大腸菌（Escherichia 
coli）WP2 uvrA１菌株を用いて、代謝活性化する場合及び
代謝活性化しない場合の条件下で、プレインキュベーショ
ン法（容量設定試験：37℃ 49 時間培養、本試験 37℃ 49.5
時間培養）により実施した。なお、被験物質は水に対して
50mg/mlでは不溶解であったが、DMSOの 50mg/mlで溶解
し、発熱、ガスの発生等の反応も認められなかったため、
DMSOを溶媒とした。
　試験用量を設定するため、50mg/mlの被験液を公比 4で
6段階希釈した計 7用量（1.22、4.88、19.5、78.1、313、
1250、5000μg/plate）を用いて用量設定試験を実施したとこ
ろ（表 3）、被検物質によるプレートの沈殿及び着色は、代

※　FCA：Freund's Complete Adjuvant
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謝活性化の有無にかかわらず、いずれの用量においても認め
られなかった。実体顕微鏡を用いて菌に対する生育阻害を観
察した結果、代謝活性化の有無にかかわらず、全ての菌株に
ついて 5000μg/plateの用量で生育阻害が認められた。
　本被験物質処理による復帰変異コロニー数は、代謝活性化
の有無にかかわらず、いずれの菌株においても陰性対照値の

2倍以上となる増加は認められず、用量反応性も認められな
かった。
　このため、本試験の試験用量は、代謝活性化の有無にかか
わらず、全ての菌株において生育阻害が認められた 5000μg/
plateを最高用量として以下公比 2で 5段階希釈した計 6用
量で実施した。

表３．用量設定試験結果（復帰突然変異原性試験）

被験物質の名称：キュウルア原体

試験実施期間 2016年12月 6 日 より 2016年12月 9 日

代謝活性化系
の有無

被験物質の
用量

（μg/プレート）

復帰変異数（コロニー数／プレート）
塩基対置換型 フレームシフト型

TA100 TA1535 WP2uvrA TA98 TA1537

S9Mix
（－）

陰性対照 88 15 24 22 5 
（DMSO） 110 （99） 7 （11） 22 （23） 15 （19） 8 （7）

94 8 20 17 8 
1.22 101 （98） 10 （9） 25 （23） 23 （20） 4 （6）

106 8 27 13 5 
4.88 100 （103） 12 （10） 25 （26） 11 （12） 7 （6）

115 11 31 20 6 
19.5 101 （103） 15 （13） 15 （23） 30 （25） 7 （7）

89 6 22 19 10
78.1 123 （103） 8 （7） 19 （21） 19 （19） 12 （11）

111 4 27 18 5 
313 94 （103） 9 （7） 15 （21） 19 （19） 8 （7）

102 3 18 14 11 
1250 111 （103） 5 （4） 21 （20） 18 （16） 4 （8）

0＊ 0＊ 7＊ 11＊ 0＊
5000 0＊ （103） 0＊ （0） 10＊ （9） 10＊ （11） 0＊ （0）

S9Mix
（＋）

陰性対照 131 7 33 28 10 
（DMSO） 105 （118） 6 （7） 29 （31） 30 （29） 7 （9）

122 5 31 34 5 
1.22 100 （111） 8 （7） 28 （30） 25 （30） 8 （7）

99 11 33 26 6 
4.88 112 （106） 9 （10） 24 （29） 32 （29） 7 （7）

137 10 28 31 4 
19.5 124 （131） 10 （10） 31 （30） 27 （29） 5 （5）

113 15 30 24 4 
78.1 100 （107） 7 （11） 28 （29） 22 （23） 3 （4）

108 11 35 22 7 
313 87 （98） 5 （8） 44 （40） 29 （26） 6 （7）

134 11 22 34 10 
1250 86 （110） 14 （13） 30 （26） 35 （35） 8 （9）

70＊ 8＊ 18＊ 10＊ 4＊
5000 82＊ （76） 7＊ （8） 22＊ （20） 10＊ （10） 2＊ （3）

陽
性
対
照

S9Mixを
必要とし
ないもの

名称 AF-2 SAZ AF-2 AF-2 ICR-191
用量

（μg/プレート） 0.01 0.5 0.01 0.1 1.0

コロニー数/プレート 556 280 72 301 1219
521 （539） 270 （275） 65 （69） 385 （343） 1179 （1199）

S9Mixを
必要とす
るもの

名称 B［a］P 2AA 2AA B［a］P B［a］P
用量

（μg/プレート） 5.0 2.0 10.0 5.0 5.0

コロニー数/プレート 952 323 988 348 111
1012 （982） 302 （313） 976 （982） 342 （345） 111 （111）

（備考） AF-2 ：2-（2-フリル）-3-（5-ニトロ-2-フリル）アクリルアミド
 SAZ ：アジ化ナトリウム
 ICR 191 ：2-メトキシ-6-クロロ-9-［3-（2-クロロエチル）アミノプロピルアミノ］アクリジン・2HCl
 2AA ：2-アミノアントラセン
 B［a］P ：ベンゾ［a］ピレン

 ＊：被験物質による生育限害が認められたことを示す。
 （　）内は、2枚のプレートの平均値を示す。
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結果及び考察

１．キュウルア液剤
（1）	急性経口毒性試験
　いずれの動物にも死亡は認められなかったことから、LD50

値は、2000mg/kgを上回るものと推定された。また、投与
15 分後から自発運動の減少が、投与 1時間後からよろめき
歩行が見られたものの、投与翌日には全て消失し、その後異
常は認められなかった。投与翌日に体重減少あるいは体重増
加抑制を示す動物も見られたものの、その後増加を示した。
なお、剖検により体外表並びに各部の器官・組織に異常は認
められなかった。

（2）	急性経皮毒性試験
　2つの投与段階のいずれにも死亡動物は認められなかった
ことから、LD50 値は、2000mg/kgを上回るものと推定され
た。また、観察期間を通じて一般状態に異常は認められず、
塗布部位においても紅斑、痂皮及び浮腫などの刺激性を示す
変化は認められなかった。体重も順調に推移し、剖検により
体外表並びに各部の器官・組織に異常は認められなかった。

（3）	皮膚刺激性試験
　投与部位において、被験物質除去 24 時間後及び 48 時間後
に評点１の紅斑（非常に軽度の紅斑）が 2／ 3例認められた
が、いずれも除去 72 時間後に消失した。
　被験物質除去１、24、48 及び 72 時間後の結果から皮膚刺
激性指数（P.I.I.)は 0.3 であり、「軽度刺激物」であった。い
ずれの動物にも、観察期間中の一般状態に変化は認められ
ず、また、体重の減少は見られなかった。

（4）	眼刺激性試験
①　非洗眼群
　投与１時間後、結膜発赤（評点１）が全例（ 3／ 3例）に
認められ、MTS（Mean total score）は 2.0 であったが、投
与 24 時間後には結膜発赤は全て消失し、MTSは 0となっ
た。その後いずれの動物にも刺激反応は認められず、投与
48 時間及び 72 時間後のMTSは 0であった。このことか
ら、MMTS（Maximem mean total score）は投与１時間後
の 2.0 であった。
　なお、眼のその他の変化として、閉眼が投与直後に 2／ 3
例で観察された。

②　洗眼群
　投与１時間後、結膜発赤（評点１）が 1／3例に認められ、
MTSは 0.7 であった。非洗眼群同様に、投与 24 時間後には
結膜発赤は消失し、その後いずれの動物にも刺激反応が認めら
れなかったことから、MMTSは投与 1時間後の 0.7 であった。

　非洗眼群及び洗眼群とも角膜におけるフルオレセインナト
リウム水溶液の染色斑は、いずれの動物にも認められなかっ
た。また、一般状態もいずれの動物にも変化は認められな
かった。投与 3日後の体重と投与 0日の体重を比較したとこ

ろ、減少は認められなかった。

　以上の結果から、キュウルア液剤は日本白色種雌ウサギの
眼に対して、洗眼の有無にかかわらず「実際上刺激性なし」
と判断された。　　　

（5）	皮膚感作性試験
　被験物質感作群（20 匹）及び陰性対照群（10 匹）おい
て、キュウルア液剤で惹起処置した部位に皮膚反応は認めら
れなかった。惹起貼付除去 24 時間及び 48 時間後における平
均評点は各試験群とも各々 0であり、陽性率はいずれも 0％
であったことから、キュウルア液剤は本試験条件下において
皮膚感作性を示さなかった。
　また、観察期間中、各試験のいずれの動物にも一般状態に
変化はなかった。
　各試験群いずれの動物にも、測定前回値と比較して体重減
少は認められなかった。
　このことから、本試験条件下において、キュウルア液剤に
皮膚感作性は認められなかった。

２．キュウルア原体
（1）	急性吸入毒性試験
　設定濃度 5.0mg/l（実際濃度 5.46mg/l）のキュウルアを用
いた場合にあっても、死亡個体がなく、中毒症状も見られな
かった。このことから、キュウルアの LC50 は雌雄ともに＞
5.46mg/lと考えられた。なお、死亡例はなく、中毒症状は
観察されず、体重への影響もなかった。剖検による肉眼的病
理検査に関しても異常は認められなかった。

（2）	急性経皮毒性試験
　雌雄いずれの動物にも死亡動物は認められなかった。ま
た、観察期間を通じて一般状態に異常は認められず、塗布部
位においても紅斑、痂皮及び浮腫などの刺激性を示す変化は
認められなかった。体重も順調に推移し、剖検により体外表
並びに各部の器官・組織に異常は認められなかった。
　以上のことから、LD50 値は、2000mg/kgを上回るものと
推定された。

（3）	皮膚感作性試験
　被験物質感作群（10 匹）及び陰性対照（ 5匹）のいずれ
においても、キュウルア原体で惹起処置した部位に皮膚反応
は認められなかった。惹起貼付除去 24 時間及び 48 時間後に
おける平均評点は各試験群とも各々 0であり、陽性率はいず
れも 0％であった。
　コーン油で惹起処置した部位も同様に、被験物質群及び陰
性対照群のいずれも皮膚反応は認められなかった。
　また、観察期間中、各試験のいずれの動物にも一般状態に
変化はなかった。
　各試験群いずれの動物にも、測定前回値と比較して体重減
少は認められなかった。
　このことから、本試験条件下において、キュウルア原体に
皮膚感作性は認められなかった。
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（4）	復帰突然変異原性試験
　本被験物質によるプレート上の沈殿及び着色は、プレート
への重層後及び培養後ともに、代謝活性化の有無にかかわら
ず、いずれにおいても認められなかった。
　実体顕微鏡を用いて菌に対する生育阻害を観察した結果、
代謝活性化の有無にかかわらず、全ての菌株において 5000
μg/plateの用量で生育阻害が認められた。
　本被験物質処理による復帰変異コロニー数は、代謝活性化
の有無にかかわらず、いずれの菌株においても陰性対照値の

2倍以上となる増加は認められず、用量反応性も認められな
かった。
　一方、陽性対照群では陰性対照群と比較して 2倍以上とな
る復帰変異コロニー数の増加を示したことから、使用菌株の
復帰突然変異誘発物質に対する反応は適切であったことが確
認された。（表 4）
　以上から、本試験条件下においてキュウルア原体は、細菌
に対する遺伝子突然変異誘発能を有さないと判定した。

表４．本試験結果表（復帰突然変異原性試験）

被験物質の名称：キュウルア原体

試験実施期間 2016年12月13日 より 2016年12月16日

代謝活性化系
の有無

被験物質の
用量

（μg/プレート）

復帰変異数（コロニー数／プレート）
塩基対置換型 フレームシフト型

TA100 TA1535 WP2uvrA TA98 TA1537

S9Mix
（－）

陰性対照 118 8 27 22 12
（DMSO） 138 （128） 7 （8） 33 （30） 24 （23） 8 （10）

144 8 30 18 10
156 142 （143） 7 （8） 23 （27） 18 （18） 5 （8）

109 7 22 27 8
313 137 （123） 8 （8） 28 （25） 19 （23） 8 （8）

133 5 27 27 11 
625 142 （138） 7 （6） 23 （25） 16 （22） 7 （9）

120 9 31 19 8 
1250 139 （130） 7 （8） 20 （26） 24 （22） 7 （8）

131 5 24 18 5
2500 124 （128） 4 （5） 25 （25） 21 （20） 10 （8）

64＊ 0＊ 21＊ 15＊ 0＊
5000 59＊ （62） 0＊ （0） 18＊ （20） 16＊ （16） 0＊ （0）

S9Mix
（＋）

陰性対照 142 9 37 36 13
（DMSO） 147 （145） 8 （9） 31 （34） 38 （37） 12 （13）

153 7 33 39 12
156 140 （147） 12 （10） 42 （38） 37 （38） 7 （10）

146 9 38 39 11 
313 139 （143） 10 （10） 26 （32） 28 （34） 12 （12）

139 13 30 47 9 
625 130 （135） 11 （12） 33 （32） 33 （40） 15 （12）

135 10 33 36 11
1250 140 （138） 9 （10） 36 （35） 38 （37） 14 （13）

126 12 31 31 10
2500 133 （130） 7 （10） 24 （28） 36 （34） 8 （9）

105＊ 6＊ 30＊ 29＊ 5＊
5000 110＊ （108） 3＊ （5） 37＊ （34） 30＊ （30） 7＊ （6）

陽
性
対
照

S9Mixを
必要とし
ないもの

名称 AF-2 SAZ AF-2 AF-2 ICR-191
用量

（μg/プレート） 0.01 0.5 0.01 0.1 1.0

コロニー数/プレート 590 231 77 391 1294
620 （605） 255 （243） 75 （76） 398 （395） 1310 （1302）

S9Mixを
必要とす
るもの

名称 B［a］P 2AA 2AA B［a］P B［a］P
用量

（μg/プレート） 5.0 2.0 10.0 5.0 5.0

コロニー数/プレート 788 295 750 337 90
828 （808） 287 （291） 866 （808） 332 （335） 101 （96）

（備考） AF-2 ：2-（2-フリル）-3-（5-ニトロ-2-フリル）アクリルアミド
 SAZ ：アジ化ナトリウム
 ICR 191 ：2-メトキシ-6-クロロ-9-［3-（2-クロロエチル）アミノプロピルアミノ］アクリジン・2HCl
 2AA ：2-アミノアントラセン
 B［a］P ：ベンゾ［a］ピレン

 ＊：被験物質による生育限害が認められたことを示す。
 （　）内は、2枚のプレートの平均値を示す。
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